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プロフィール

昭和３２年群馬県下仁田町出身で、宮城県公

立学校教職員として３７年間勤めあげ、現在

の生活本拠地は宮城県白石市。

平成２２年度に山元町立中浜小学校に校長と

して赴任した際、卒業式を控えた平成２３年

３月１１日に東日本大震災が発生したが、津

波被害を乗り越え、その後の復興にも尽力さ

れた。退職後は危機意識を風化させないよう

「やまもと語りべの会」の一員として後世に

語り継いでいる。

震災遺構となっている宮城県山元町の中浜小学校で当時校長先生をな

されていた方で、約１０ｍの大津波に襲われたものの、児童、教員や地

域住民など９０名を校舎屋上に避難させ、全員無事に生還した貴重な

体験談も含め、防災に関する心構えを伺います。


